
1997年 出上の木簡
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１
　
所
在
地
　
　
　
山
口
県
美
祢
郡
美
東
町
大
字
赤
字
北
ヶ
迫

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
七
年

（平
９
）
四
月
―
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
美
東
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
池
田
善
文

・
森
田
孝

一
・
神
田
高
宏

５
　
遺
跡
の
種
類
　
古
代
須
恵
器
窯
跡

。
中
世
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
入
世
紀
前
半
―
九
世
紀
、
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

末
原
窯
跡
群
は
、
秋
吉
台
国
定
公
園
の
北
東
端
に
所
在
し
、
西
中
国
山
地
の

一
郭
で
あ
る
鯨
ヶ
岳

（標
高
六
一
五
じ

の
南
東
に
派
生
し
た
舌
状
丘
陵
南
面

に
位
置
す
る
。　
一
九
七
七
年
に

須
恵
器
窯
跡
四
基
が
発
見
さ
れ
、

長
登
銅
山
跡
と
の
関
連
が
推
察

さ
れ
た
。
そ
の
後
、　
一
九
七
九

年
の
発
掘
調
査
で
五
号
窯
跡
が

新
た
に
検
出
さ
れ
、
窯
体
が
遺

存
し
て
い
る
丘
陵
部
分
が
県
指

定
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。

こ
の
た
び
、
窯
跡
前
面
の
水

田
が
圃
場
整
備
の
対
象
と
な
り
、
窯
跡
灰
原
な
ど
の
検
出
を
主
目
的
と
し
て
、

谷
平
野
部
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
は
、
時
間
的
な
制
約
も
あ
っ
て
、

水
田
基
盤
が
削
平
さ
れ
る
部
分
と
用
水
路
予
定
地
の
五
五
〇
ポ
を
対
象
と
し
た
。

そ
の
結
果
、
人
―
九
世
紀
の
須
恵
器
窯
跡
の
灰
原
は
、
中

。
近
世
の
整
地
で

大
部
分
が
除
去
さ
れ
て
お
り
、
僅
か
に
灰
原
の
基
底
部
の
み
が
遺
存
し
て
い
た
。

そ
の
た
め
出
土
し
た
須
恵
器
片
も
灰
原
の
発
掘
と
し
て
は
少
量
で
小
片
ば
か
り

で
あ
っ
た
が
、
灰
原
の
あ
り
方
か
ら
新
た
に
大
号
窯
跡
の
存
在
が
推
定
で
き
た
。

一
方
、
中
世
の
整
地
層
の
面
で
は
、
二
間
×
三
間
の
東
西
棟
掘
立
柱
建
物
、

同
時
期
の
掘
立
柱
建
物
柱
穴
六
基
を
検
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
遺
構
面
も
後
世
の

水
田
開
発
に
よ
り
段
状
に
削
平
さ
れ
て
お
り
、
建
物
に
伴
う
遺
物
は
僅
か
で
、

土
鼎
型
鍋
の
脚
部
、
陶
磁
器
片
が
出
土
し
た
程
度
で
あ
る
。

木
簡
が
出
土
し
た
の
は
、
東
西
棟
建
物
の
柱
穴
で
あ
る
。
東
西
棟
建
物
は
、

桁
行
柱
間

一
・
九
―
二

・
三
ｍ
、
梁
間
柱
間
二

・
三
―
二

。
九
ｍ
を
測
り
、

六

・
二
ｍ
×
四

・
八
ｍ
の
規
模
を
も
つ
東
で
三
六
度
北
に
振
れ
る
建
物
で
あ
る
。

柱
穴
は
径
三
四
釦
×
三
人
伽
の
楕
円
形
状
で
、
深
さ
四
五
伽
を
測
る
。
木
簡
は

遺
構
面
か
ら

一
五
伽
下
位
で
出
土
し
た
。
柱
は
抜
き
取
ら
れ
て
お
り
、
建
物
南

東
桁
の
中
程
の
柱
穴
二
基
に
は
、
根
込
み
用
の
礫
石
や
板
材
が
遺
存
し
て
い
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω

　

「
×
南
無
北
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

溢
凝
∞
ｏ壱

上
端
が
圭
頭
を
呈
し
下
端
が
欠
落
し
て
い
る
が
、
原
形
は
下
端
を
尖
ら
せ
る

(山  口)



〇
五

一
型
式
の
木
簡
と
推
定
で
き
る
。
材
質
は
ヒ
ノ
キ
材
と
み
ら
れ
る
。

行
篠
か
ら
書
き
出
す
の
で
、
呪
符
木
簡
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、

「南
無
北
方
」
の
解
釈
が
判
然
と
し
な
い
。
「南
」
の
文
字
が
頭
に
あ
り
、
し

か
も
建
物
南
端
の
柱
穴
か
ら
出
土
し
て
い
る
の
で
、
木
簡
の
据
え
ら
れ
て
い
た

具
体
的
な
場
所
を
示
す
も
の
か
と
推
測
で
き
る
が
、
三
文
字
め
が

「北
」
で
あ

る
の
で
、
不
可
解
で
あ
る
。
裏
面
に
は
墨
痕
及
び
文
字
痕
跡
は
確
認
で
き
な
い
。

沖
縄
の
四
隅
用
の

「
フ
ー
フ
ダ
」
に
は

「北
方
多
聞
天
王
」
の
呪
句
の
例
が

あ
り
、
欠
落
部
分
に

「多
聞
天
王
」
が
記
さ
れ
て
い
た
と
推
測
す
る
と
、
「南

無
北
方
多
聞
天
王
」
を
記
し
た

「
四
方
四
仏
」
の

一
つ
と
解
釈
す
る
の
が
妥
当

と
考
え
ら
れ
る
。
木
簡
は
欠
損
し
た
状
態
で
柱
穴
の
中
位
か
ら
出
土
し
て
お
り
、

柱
の
近
く
に
あ
っ
た
も
の
が
柱
の
抜
き
取
り
後
に
柱
穴
に
紛
れ
込
ん
だ
と
み
る

こ
と
も
で
き
、
残
り
の
三
方
の
東

・
北

。
西
端
で
は
検
出
で
き
な
か
っ
た
こ
と

も
納
得
で
き
る
。
木
簡
の
表
面
の
磨
減
は
顕
著
で
は
な
く
、
風
雨
に
曝
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
柱
の
そ
ば
の
屋
内
に
立
て
ら
れ
て
い
た
蓋
然
性
が
高
い
。
沖
縄
地

方
の
フ
ー
フ
ダ
に
は
、
文
字
面
を
家
屋
の
内
側
に
向
け
て
立
て
ら
れ
て
い
る
例

も
あ
り
、
同
様
の
も
の
と
推
察
で
き
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
今
回
出
土
し
た
木
簡
が
家
内
安
全
を
祈
願
し
た
魔
除
け
用

で
あ
る
こ
と
は
歴
然
で
あ
る
。
た
だ
、
四
方
に
配
し
て
あ
っ
た
か
否
か
は
不
明

で
あ
り
、　
一
本
の
み
で
北
方
の
鬼
門
を
封
じ
た
可
能
性
も
あ
る
と
い
え
よ
う
。

木
簡
の
釈
読
、
及
び
解
釈
に
つ
い
て
は
、
元
山
口
大
学
の
人
木
充
氏
、
東
京

大
学
の
佐
藤
信
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

（池
田
善
文
・
森
田
孝
一
）

一

木簡出土地

9       ?       lm

I

I

一


